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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 3 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 0 0 5 5 9 1 2 4 1 4 5 3 2 1 0
7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
8 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10 * 0 2 6 10 0 0 3 1 6 7 3 0 3 0
11 0 5 9 0 2 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
17 0 0 0 5 6 0 0 2 3 2 5 1 0 2 1
22 * 0 2 2 6 0 0 0 6 2 8 1 0 0 1
31 * 1 1 4 7 1 1 4 2 5 7 0 1 0 0
33 * 2 8 3 6 0 0 0 0 4 4 0 3 2 0
38 * 0 1 4 6 0 1 3 0 9 9 0 1 0 0
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 32 30 54 2 4 18 13 33 46 10 8 8 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 1 7 3 9 3 3 0 1 8 9 3 3 1 0
11 0 1 5 0 5 0 0 1 2 1 3 1 0 1 0
19 0 1 3 1 2 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0
21 * 0 0 0 6 3 4 0 0 1 1 1 0 0 1
26 * 2 11 3 7 0 0 2 2 3 5 2 1 1 0
35 * 0 1 5 12 6 11 2 4 8 12 4 1 1 1
55 * 0 0 1 3 0 0 2 4 2 6 1 1 0 0
61 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 0 0 0 0
99 0 0 0 4 8 0 0 2 2 5 7 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 27 17 52 14 20 9 16 29 45 13 7 6 2

２０１８年度関西学生バスケットボールリーグ戦

龍谷大学

Ｆ
REBOUND

№

コ ー ト 勝ち点6 勝ち点3
試合ＮＯ 266

86 63

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

男子

戦評
【総括】
　関西学生バスケットボール2部リーグ戦二巡目も中盤に差し掛かった14日目の第一試合は龍谷大学対びわこ成蹊スポーツ大学
の一戦。入替戦圏内を脱出のためにも両者負けられない対戦となった。前半、両者共に速い展開でゲームをくみたてる。しかし、
びわこのタイムアウトをきっかけに龍谷大が攻め立て点差を広げていく。びわこも追いすがるが要所で得点を重ねる龍谷大にリー
ドを許し続け龍谷大リードで折り返す。後半も龍谷大がカウンターの速攻や3Pシュートで流れを譲らず、点差を広げ95-63で龍谷
大が勝利した。

【第1ピリオド】
試合開始とともに両者速い攻めで点を積み重ねていく。びわこは＃35石川、龍谷大は＃33加地を中心にオフェンスを組み立て
る。お互いに点を取り続け拮抗した立ち上がりとなるが、びわこが残り3分でタイムアウトを取り一旦ゲームを落ち着かせようとする。
しかし、タイムアウト後に龍谷大の速攻が連続で決まり流れは龍谷大に。そのまま＃11中本の3Pシュートを皮切りに点差を広げ
22-12龍谷大リードで第1ピリオドを終える。

【第2ピリオド】
第2ピリオド開始直後から両者共に堅い守りで得点を許さない時間が続く。得点が動いたのは龍谷大＃33加地の3Pシュートか
ら。龍谷大は外角のシュートに気をとられているびわこのゴール下に果敢に攻め込み得点を重ねる。びわこもこの状況を変えよう
と1on1を仕掛けていき＃99林の得点などでゲームを繋いでいく。しかし、龍谷大は要所で得点を積み上げ43-28龍谷大がリード
したまま第2ピリオド終了。

【第3ピリオド】
後半も両者マンツーマンディフェンスでスタート。びわこは#8山口、#35石川のゴール下、龍谷大は#2高橋、#31西廣の外角から
のシュートを中心に攻撃をする。中盤、両者粘り強いオフェンスリバウンドからオフェンスのリズムを掴みびわこは#26中塚の3P
シュート、対する龍谷大も#10下畑が1on1から得点を量産し、点差が縮まらない。びわこタイムアウト後、龍谷大が#17近土を中心
にいオフェンスを仕掛け、差を20点に広げる。対するびわこも#35石川のゴール下で対抗し、63-45としたところで第3ピリオド終
了。

【第4ピリオド】
少しでも点差を詰めたいびわこはオールコートプレスでチャンスを掴もうとするが、対する龍谷大も同様にオールコートプレスで
びわこのミスを誘い、速攻から得点を重ねる。びわこは#35石川を起点に据えオフェンスを展開するが、対する龍谷大がディフェン
スリバウンドから速いカウンターで流れを譲らず、依然として点差は縮まらない。終盤、龍谷大#0難波が3Pシュートを三本連続で
沈め、30点もの点差をつけたところで試合終了。95-63で龍谷大が勝利した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

亀山・佐野（神戸大）戦評苗村 幸弘 副審 池嶋 一幸

記録

2部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.20
龍谷大学開始時間 11:00

会　　場 大阪商業大学

高橋 龍斗 11 29

小山田 晃平 2 1

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

灘波 航太 9 2

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

15 22

北川 浩輝 0 2

植原 州哉 10

0 -
-

西廣 祐輝 12 16

下畑 両平 12 29
中本 龍

-

加地 毅紀 12 32

近土 真人 10 23
山川 和穂 2 28

15
清水 拓磨 0 1

合　　　計 95

0 -

200
RATE 34.4% 55.6% 50.0%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 灘波 航太

22

山口 直紀 12 29

ST MINTO AS

石川 敦裕 16

今井 稜 3
木村 郁斗 5

REBOUND３Ｐ
BS

木村 敬貴 3 15

33
久保 雄太郎 2 17

15
中塚 隆仁 12

0

40

- -

東藤 巧朗 2 2
林 隼輔 8 27

-
-

0 - -
0 -

RATE 18.5%

-

-

32.7% 70.0%
200

0

Team / Coach: 伊戸 重樹 -
合　　　計 63

0 -
0 - -


